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多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」
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広報

クリーンセンターからの重要なお知らせ

スツウプナカ

豊
年
の
感
謝
と
島
の
繁
栄
を
祈
願
す

る
多
良
間
村
の
伝
統
行
事
ス
ツ
ウ
プ
ナ

カ
が
長
瀬
川
宗
根(

ナ
ガ
シ
ガ
ー
シ
ュ

ニ)

・
札
屋
宗
根(

フ
ダ
ヤ
ー
シ
ュ
ニ)

・

南
宗
根(

パ
イ
シ
ュ
ニ)

・
新
池
宗
根(

ア

レ
ー
キ
シ
ュ
ニ)

の
４
つ
の
祭
場
で
執

り
行
わ
れ
た
。
南
宗
根(

パ
イ
シ
ュ
ニ)

で
は
６
月
３
日
午
後
９
時
過
ぎ
に
ア

カ
ツ
キ
ヌ
ニ
ガ゚
イ
の
準
備
が
行
わ
れ
、

供
え
る
品
の
確
認
を
終
え
る
と
祭
場
へ

向
か
い
、準
備
し
た
上
酒
・
中
酒
な
ど
を

供
え
豊
作
を
祈
願
し
た
。
４
日
は
各
井

戸
を
ま
わ
り
水
の
恵
み
の
感
謝
と
安
定

供
給
の
祈
願
を
行
っ
た
。
最
終
日
は
早

朝
よ
り
神
送
り
と
厄
払
い
に
よ
る
豊
作

を
祈
願
し
た
。

令和5年7月～11月中旬までの期間、多良間村クリーンセンター『ごみ焼却施設』の整備工事に伴い施設
の稼働が停止になります。その期間、ゴミの出し方・分別が変更になります。美しい村を保てるように皆
様のご協力お願い致します。

● クリーンセンター敷地内に一時仮置きします。屋外のため雨が入らないようにしっ
かり空気を抜き密封し、破れないようにお願いします。

分別されていないゴミは回収しません
・  種類ごとに分けて、袋に入れてください
・  袋は雨が入らないように密封する
・  水以外の容器は軽くゆすぐようにする
※ペットボトルのフタ・ラベルはもえるゴミへ

● 段ボールは折りたたみ、中に物を入れず、まとめて縛り出して下さい。

可燃ゴミ（もえるゴミ）の出し方

もえないゴミ（缶・ペットボトル・ビン類）

家電リサイクル対象機器は通常通り回収します

★生ゴミ★  重要です
 村から支給されるバケツに貯めておき、
各家庭で畑などで処理をお願いします。

※生ゴミを入れないでください（猫などの被害防止）

ブシャによるヤッカヤッカの囃子が
ツヌ皿・ユナウスの順に行われる

シュリジャカナ・お酒・ミキ・ショーカン(清
めの塩)を供え祈願する(シュガーガー)

お供えして豊年の感謝と豊作を祈願 祭りの最終日の早朝行事　
ホーイフシャを被り祈願する｢キィ ダ゚リ ｣゚
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多良間駐在速報

みんなで防ごう水難事故! マリンレジャーを楽しむために

水難事故の防止について
本格的なレジャーシーズンを迎えます。県
内では夏場に水難事故が多発する傾向があり
ます。水難事故の防止にご協力ください。

水泳時の注意事項
● 誰もいないところでは一人で泳がない。
● 初めての場所では、泳ぐ場所の確認をする。
● 暗くなったら泳がない。
● 真夏の炎天下では長時間泳がない
● 浮き輪で深い所へは行かない
● 悪ふざけやおぼれた真似をしない
● 行先や帰宅予定時刻を告げて行く

健康でも泳いではいけない状態
● 睡眠不足
● 酒を飲んでいる
● 二日酔い
● 空腹時
● 食事直後

プールなどの遊泳場のルール
● 遊泳禁止時は遊泳を中止する
● 入水前にシャワー浴を行う
● 飛び込みはしない
● ほかの遊泳者の邪魔をしない
● 危険区域へ入らない
● 遊泳方向を守る
● 危険物を持ち込まない
● スイミングキャップを着用する
● 潜水はしない
● 監視員の指示に従う
● 遊泳時間を守る

釣りの安全
● 必ずライフジャケット(救命胴衣)をつける
● 磯釣りは高波と足場に気を付ける
●  磯やリーフでの釣りは、生き帰りの水深(潮
の干潮・降雨などの水位の上昇など)水勢の
変化に注意する

●  気象や水面などの変化をはじめ、現場の状
況に気を配り、早目に対処する

宮古島警察署　☎  0980-72-0110　  多良間駐在所　☎  79-2010
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薬物乱用防止   子供のまわりには危険がいっぱい!

不法就労・不法滞在の防止

リスクに備え安心・安定の農業経営のため園芸施設共済に加入しましょう

多良間駐在だより

子供たちの身近にあるスマートフォンやパソコンを使つて、インターネッ
トから危険な薬物が簡単に入手出来てしまいます。「うちの子に限って・・・」
と油断せず、十分に注意して見守ることが必要です。
インターネット等に氾濫している「大麻は体への悪影響がない」などは

間違った情報で、大麻の有害性は特に成長期にある若者の脳に対して影
響が大きいことも判明していますので、保護者の皆様も正しい知識や情
報をもって見守る必要があります。
軽い気持ちで大麻に手を出したら覚せい剤等の薬物にまで手を伸ばし

ていたということにもなりかねません。

外国人は在留期間（日本にいることができる日）が決まっています。
その日を過ぎても日本にいることを「不法滞在」といいます。不法滞在は２つあります。

● 不法入国 ： 正しくないやり方で日本に来ることや在留資格を持たないで日本に来ること
● 不法残留 ： 在留資格を持っていた人が在留期間を過ぎても日本にいること。

※子供を薬物から守るチェックポイント（一つでも該当すれば注意が必要です。）

※ 不法滞在をすると懲役や罰金刑（もしくは両方）が科せられ、５年以上日本へ来ることができなくなります。また、
事業活動で外国人を雇用するなどして不法就労させる行為や不法就労させるために自己の支配下に置く行為
等（これらをあっせんする行為）をした場合も、「不法就労助長罪」となり懲役や罰金が科せられます。

□ 子供にスマートフォン等を持たせている。
□ 子供にインターネットにいつでも接続できるパソコンを使わせている。
□ 帰宅が遅くなることが多くなった。
□ 理由のわからないお金を欲しがるようになった。
□ 食事を家族と一緒に食べなくなった。
□ 目を合わせて会話をしなくなった。
□ 中学生・高校生・大人と遊ぶことがある。もしくは友達関係がわからない。

対象施設 ： パイプハウス、鉄骨ハウス等の園芸施設
対象となる災害 ： 台風、竜巻、水害等

お問い合わせ・加入申請先　沖縄県農業共済組合　宮古支所　☎ 72-4724

毎月５日、15日、25日から１年間責任期間

「園芸施設共済」は、自然災害等で被害を受けた時、補償する国の制度です。
補償内容選択による掛金割引プランも充実しています。
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水難事故防止運動の実施  （ 7月から10 月）

夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化

夏の交通安全運動（実施期間：令和5年7 月1 1日～ 7月20日）

人権啓発運動

多良間駐在だより

本格的なレジャーシーズンを迎えます。県内では夏場に水難事故が多発する傾向があります。
水難事故の防止にご協力ください。

●水泳時の注意事項
　• 子供だけでは泳がない　• 行先や帰宅予定時刻を告げていく

●健康でも泳いではいけない状態
　• 睡眠不足、酒を飲んでいるとき

●プールなどの遊泳場のルール
　• 監視員の指示に従う

●釣りの安全
　• 必ずライフジャケット（救命胴衣）をつける　• 磯釣りは高波と足場に気を付ける
　• 気象や水面などの変化等、現場の状況に気を配り、早目に対処する

子供たちにとって一年の中で最も長く、そして行動的、開放的になる夏休みがやってきます。
島外からの帰省客や観光客も含めて夜間の人出も多くなります。
このような状況の中で、例年、子供たちが犯罪行為や飲酒、深夜徘徊等の不良行為に走ったり、様々

な犯罪の被害者となるケースが目立ちます。
そのような少年たちが非行を犯さないために、また、犯罪被害にあわないために、子供たちの行動

に対して目配り、気配りが重要となってきます。
家庭や学校、地域の力で非行防止や犯罪被害防止に努めましょう。

「なにで来た？ 乾杯前の合言葉」
❶ 飲酒運転の根絶
❷ 二輪車の交通事故防止
❸ 自転車のヘルメット着用と交通ルール順守の徹底
❹ 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

●家庭や地域の大人が声掛けを！
●子供の性被害が多発！子供に関心を
●インターネット利用のルール作りを

5月30日（火）Aコープ前にて人権擁護委員による啓発運動が行われた。啓発運動は人権の大切さ
を多くの方々に知っていただく為の活動の一つで、他にも人権に関する相談や調査救済等の活動も
行っている。

子どもの人権110番 0120-007-110
みんなの人権110番 0570-003-110
女性の人権ホットライン 0570-070-810
○困った時には1人で悩まず相談しましょう。
○秘密は守ります。
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第 23 回  多良間島ピンダアース大会

５
月
20
日（
土
）多
目
的
広
場
に
て
第
23
回
多
良
間
島
ピ
ン
ダ
ア
ー

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
軽
量
級
９
頭
、中
量
級
７
頭
、重
量

級
８
頭
の
計
24
頭
が
出
場
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
の
特
別
運
航
も
行
わ
れ
、

島
内
外
か
ら
約
２
６
０
名
が
来
場
し
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。会
場

で
は
ピ
ン
ダ
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
・
ビ
ン
ゴ
大
会
・
ヤ
ギ
汁
の
販
売
も

行
わ
れ
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
盛
り
上
が
り
、楽
し
ん
で
い
た
。

１位　オカダ（50キロ）　　　飼養者　渡口末子さん

２位　ダイマジン（43キロ）　飼養者　伊藤マリア・シャーリーさん

１位　ゴールデンボア（55キロ）　      飼養者　知念正勝さん

２位　ピンクリッティー（69キロ）    飼養者　野原康弘さん

１位　アナギナー☆ブライン（75キロ）　飼養者　森山銀次郎さん

２位　レッドサンダー（71キロ）　               飼養者　森山丈一郎さん

大会結果

軽量級

中量級

重量級
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令和 4 年度  多良間村産業共進会・納税奨励式

５
月
18
日（
木
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施

設
１
階
ホ
ー
ル
に
て
令
和
４
年
度  

多

良
間
村
産
業
共
進
会
・
納
税
奨
励
式
が

行
わ
れ
、さ
と
う
き
び
・
葉
た
ば
こ
・
カ

ボ
チ
ャ
・
畜
産
な
ど
各
部
門
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
農
家
を
表
彰
し
た
。

令
和
４
年
度
の
農
業
生
産
販
売
高

は
13
億
３
７
９
５
万
円
と
な
っ
た
。さ

と
う
き
び
は
５
億
１
３
２
９
万
円
、肉

用
牛
は
７
億
７
１
４
５
万
円
、葉
た
ば

こ
は
４
５
８
４
万
円
、カ
ボ
チ
ャ
は

４
１
３
万
円
と
な
っ
た
。

農
事
と
納
税
の
総
合
成
績
で
は
津
川

区
が
優
勝
し
、４
連
覇
と
な
っ
た
。

伊
良
皆
村
長
は「
令
和
４
年
度
は
春

期
の
長
雨
や
夏
場
に
お
け
る
干
ば
つ
、

二
度
に
わ
た
る
台
風
直
撃
な
ど
悪
い
気

象
条
件
が
重
な
り
、農
業
生
産
販
売
額

は
13
億
３
７
０
０
万
円
で
前
年
と
比
較

し
て
大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。さ

と
う
き
び・畜
産・葉
た
ば
こ・カ
ボ
チ
ャ

の
他
に
ノ
ニ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
唐
辛
子
・
園

芸
作
物
な
ど
の
新
戦
略
作
物
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。令
和
５
年
度
さ
ら
に

水
あ
り
農
業
に
向
け
た
国
営
事
業
の
着

工
に
向
け
て
大
き
く
前
進
す
る
」と
述

べ
る
と
と
も
に
、入
賞
者
を
た
た
え
た
。

□農事納税総合成績……①津川区　②嶺間区　③大木区
□農事総合成績…………①津川区　②嶺間区　③大木区
□納税総合成績…………①宮良区　②大道区　③大木区
▽さとうきび多収穫……①高江洲昭男（天川）575トン　②洲鎌明才（天川）372トン
　　　　　　　　　　　③仲本善幸（大道）364トン
▽さとうきび甘蔗糖度…①諸見里栄勇（大道）15.28度　②羽地隆憲（吉川）15.21度
　　　　　　　　　　　③垣花秀市（天川）15.18度
▽さとうきび反収………①仲本善幸（大道）9431キロ　②下地秀次（大道）9132キロ
　　　　　　　　　　　③仲間時次（土原）8377キロ
▽葉たばこ多収納………①新里勝美（吉川）4243.5キロ　②仲筋広行（津川）3747キロ
　　　　　　　　　　　③大見謝正勝（土原）3320キロ
▽葉たばこ品質…………①垣花幸徳（大木）　②仲筋広行（津川）　③嘉味田博和（嶺間）
▽カボチャ………………①名嘉真好太郎（津川）3700キロ　②豊見山正（津川）1560キロ
　　　　　　　　　　　③翁長文一（嶺間）1160キロ
▽畜産……………………①湧川畜産（津川）　②豊見城畜産（嶺間）　③東風平正明（大木）

結果は次の通り
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あっきーの協力隊日記

こ
ん
に
ち
は
、観
光
振
興
課
・

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
っ
き
ー

で
す
。

い
よ
い
よ
、沖
縄
に
本
格
的
な

夏
が
や
っ
て
き
ま
す
ね
！

皆
様
、体
調
に
は
十
分
に
気
を

付
け
ら
れ
て
毎
日
を
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
♪

夏
の
果
物
と
い
え
ば
、沖
縄
で

は
グ
ァ
バ（
ム
ン
）や
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
、と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

お
持
ち
の
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。

実
は
、こ
こ
多
良
間
島
で
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
が
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
皆
様
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
昨
年
よ
り
、産

業
経
済
課
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
吉
村
さ
ん
が
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
栽
培
の
実
証
実
験
を
行
っ

て
お
り
、宮
古
島
の「
あ
た
ら
す

市
場
」で
も
販
売
し
た
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、宮
古
島

の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー「
レ
ッ
ド

ド
ラ
ゴ
ン
」さ
ん
の
オ
ー
ナ
ー
様

ご
夫
妻
よ
り
、「
多
良
間
の
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
ジ
ュ
ー
ス
に

使
い
た
い
」と
お
声
が
け
を
頂
き
、

今
で
は
収
穫
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
ち

ら
に
卸
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

宮
古
島
の
植
物
園
の
目
の
前
に

あ
る
こ
ち
ら
の
お
店
で
、「
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
酵
素
ジ
ュ
ー

ス
」と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
そ

う
な
の
で
、宮
古
島
に
行
か
れ
た

際
は
是
非
、多
良
間
の
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
を
味
わ
い
に
足
を
運

ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

役
場
に
も
、出
荷
待
ち
の
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
た
く
さ
ん
積

ま
れ
て
お
り
、と
て
も
い
い
香
り

が
し
て
い
ま
し
た（
こ
の
広
報
が

出
る
こ
ろ
に
は
出
荷
済
み
な
の
で

あ
り
ま
せ
ん・笑
）。

内
地
の
友
人
に
も
パ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ル
ー
ツ
好
き
な
人
が
多
い
の
で
、

い
つ
か
は「
多
良
間
の
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
」と
し
て
全
国
に
出

荷
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
な
ぁ

と
切
望
す
る
毎
日
で
す
♪

今
年
度
喜
界
町
で
は
廃
校
と
な
っ
た
小
学

校
を
改
修
し
た
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
施
設

「
K
I
K
A
I 
B
A
S
E
」
の
オ
ー
プ
ン
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

「
K
I
K
A
I 

B
A
S
E
」
は
2
階
に
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
、1
階
は
町
民
も
利
用
で
き
る
飲
食
テ

ナ
ン
ト
や
雨
の
日
で
も
子
ど
も
が
遊
べ
る
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
来
島
さ
れ
た
方
は

W
i
-
F
i
環
境
の
整
っ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
で
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
周

辺
の
散
策
や
島
内
観
光
を
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
１
階
の
飲
食
テ
ナ
ン
ト
を
利
用
さ
れ
る
島

の
方
々
と
の
語
ら
い
も
旅
の
思
い
出
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
８
部
屋
を
準
備

し
て
お
り
、12
㎡
〜
70
㎡
ま
で
様
々
な
タ
イ

プ
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
の
で
支
店
や
営
業
所

と
し
て
、ま
た
は
社
員
研
修
の
施
設
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

飲
食
テ
ナ
ン

ト
で
は
ラ
ン
チ

タ
イ
ム
は
島
の

農
産
物
を
取
り

入
れ
た
ワ
ン
プ

レ
ー
ト
を
そ
の

他
の
時
間
帯
は

軽
食
や
各
種
ド

リ
ン
ク
な
ど
を

取
り
扱
う
予
定
で
す
。
ま
た
お
土
産
品
や
作

品
等
の
展
示
販
売
な
ど
も
計
画
し
て
お
り
ま

す
。「K

I
K
A
I 

B
A
S
E
」
の
近
く
に
は

奄
美
群
島
国
立
公
園
の
荒
木
・
中
里
遊
歩
道

が
あ
り
、国
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
植

物
群
を
は
じ
め
冬
季
に
は
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
も
楽
し
め
る
自
然
豊
か
な
環
境
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
夕
暮
れ
ど
き
に
は
奄
美
大

島
に
沈
む
夕
日
を
な
が
め
な
が
ら
、ゆ
っ
た

り
と
流
れ
る
島
時
間
を
堪
能
す
る
の
も
お
す

す
め
で
す
。

「
K
I
K
A
I 

B
A
S
E
」は
８
月
に
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。
今
年
の
夏
に
喜
界
島
を
訪

れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、2
0
2
3

年
10
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
体

育
大
会
に
お
い
て
物
産
品
の
販
売
ブ
ー
ス
を

出
展
す
る
予
定
で
す
。
黒
糖
を
は
じ
め
生
産

量
日
本
一
と
言
わ
れ
る
白
ゴ
マ
な
ど
島
の
ミ

ネ
ラ
ル
を
大
量
に
含

ん
だ
絶
品
の
特
産
品

を
販
売
し
ま
す
の
で

国
体
の
観
覧
と
併
せ

て
喜
界
島
の
味
を
ご

賞
味
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

鹿
児
島
県　

喜
界
町

KIKAI BASEロゴ

物産展の様子
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令和5年度  伊江島にんにく先進地視察報告会・意見交換会
5月24日(水)、令和5年度伊江島にんにく先進地
視察報告会・意見交換会がコミュニティー施設にて
行われた。伊江島にんにく先進地調査報告に加えて、
産業経済課より植付機・管理機の利用、農林水産業
不利性解消事業について、土木建設課よりにんにく
の販売時期・乾燥機の利用について説明があった。

●伊江島視察の目的
　▷  多良間村は高収益作物の生産振興に向けてにん

にくを重点作物として位置づけている。
　▷  県内のにんにくの先進地である伊江島との意見

交換を行い、生産農家・役場職員・普及員が一体
となり、今後の生産振興に資する事を目的とした。

●視察を終えて感じたこと
① にんにくを｢農業｣の一品目として栽培
 栽培マニュアルを作成、出荷をしつつ｢どのくらい、
どう売りたい｣を明確化(農家、関係機関が自立)

②多良間でも｢追いつけ、追い越せ｣
 多良間島と伊江島の土壌は類似しており、にんに
くを生産する条件は整っている。
 農家、関係機関が意見交換を重ね、多良間のにんに
く生産の目標地点を明確にすることが大切

●今後の多良間産にんにくの目標
　▷  適切な栽培管理、小規模で初心者でも参入可能

→生産者、面積増の可能性が大いにある
　▷  安定した販路の確保、栽培技術の平準化、乾燥・

貯蔵方法などの確立

 (説明者　沖縄県宮古農林水産振興センター　多良間駐在普及員　湧川孝志朗　さん)

広報

多良間幼稚園・小学校避難訓練

６
月
６
日（
火
）に
多
良
間
幼
稚

園
・
小
学
校
で
は
、不
慮
の
火
災
に

備
え
て
、児
童
を
迅
速
か
つ
安
全
に

避
難
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
火
災

避
難
訓
練
を
行
っ
た
。
児
童
の「
お

さ
な
い
」「
か
け
な
い
」「
し
ゃ
べ
ら

な
い
」「
も
た
な
い
」「
近
づ
か
な
い
」

の「
お
・
か
・
し
・
も
・
ち
」も
意
識
し
、

避
難
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

訓
練
で
は
消
防
団
の
協
力
の
も

と
、消
火
器
を
用
い
た
消
火
の
練
習

も
行
い
、火
災
の
現
場
を
目
撃
し
た

ら「
火
事
だ
！
」と
周
り
の
大
人
に

知
ら
せ
る
こ
と
、現
場
か
ら
離
れ
て

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を
子
ど
も

達
に
伝
え
た
。

与
座
篤
校
長
先
生
は「
消
防
団
の

皆
さ
ん
、消
防
車
や
消
火
活
動
の
様

子
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
学
校
・
幼
稚

園
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
身
体
を
守

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
訓
練
を
通
し

て
　〝何
か
あ
っ
た
と
き
は
逃
げ
る
・

周
り
の
人
に
声
を
か
け
る
・
声
を
出

す
〞こ
と
の
再
確
認
が
大
切
で
す
。」

と
訓
練
の
重
要
性
を
伝
え
た
。

児童・先生による消火器を使用した訓練 消防団の説明を受ける児童たち
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広報

村
制
施
行
１
１
０
周
年
記
念
の
年
に

当
た
り
、多
良
間
の
歴
史
の
一
コ
マ
を
村

史
第
一
巻「
島
の
あ
ゆ
み
」か
ら
見
て
み

た
い
。

１
６
０
９
年
薩
摩
は
３
千
の
圧
倒
的

な
軍
事
力
で
琉
球
を
征
服
し
た
。
薩
摩
の

支
配
は
琉
球
を
大
き
く
変
え
た
。
琉
球
の

支
配
地
だ
っ
た
奄
美
大
島
、喜
界
島
、徳

之
島
、沖
永
良
部
島
、与
論
島
は
分
割
さ

れ
薩
摩
の
も
の
と
な
っ
た
。
毎
年
多
額
の

税
金
を
薩
摩
に
支
払
う
こ
と
と
な
り
、行

政
全
般
を
薩
摩
が
お
目
付
役
と
し
て
支

配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
後
、琉
球
の
国
内
制
度
は
大
き
く
変

化
し
、多
良
間
の
組
織
も
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
宮
古
で
は
若
干
の
経
過

を
経
て
、そ
れ
ぞ
れ
平
良
・
下
地
・
砂
川
の

三
間
切
制
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
村
・

島
は
そ
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
行
政
機
関
の
ト
ッ
プ
は
蔵
元
と

呼
ば
れ
平
良
村
に
設
置
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、多
良
間
は
三
間
切
制
に
属
さ
な
い
特

別
行
政
区
で
あ
っ
た
。
仲
筋
村
、塩
川
村
、

水
納
村
か
ら
な
り
、「
多
良
間
島
番
所
」（
後

に
ブ
ン
ミ
ャ
ー
）は
仲
筋
村
に
お
か
れ
た
。

（
現
在
の
小
学
校
敷
地
内
北
側
）宮
古
の

蔵
元
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
は
、仲
筋
村
、

塩
川
村
、水
納
村
統
治
の
た
め
の
最
高
責

任
者
と
し
て
、仲
筋
村
の
首し
ゅ
り
う
ぷ
や
く

里
大
屋
子

そ
の
下
に
塩
川
与
人（
多
良
間
で
は
ユ
ピ

ﾟ

ィ
ト
ゥ
と
呼
ば
れ
た
）そ
の
補
佐
役
と

し
て
多
良
間
目み
じ
ゃ
す差
、水
納
目み
じ
ゃ
す差
を
配
す
る

特
別
の
役
人
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。

１
６
７
０
年
頃
ま
で
は
、多
良
間
島
地
元

の
者
が
多
良
間
行
政
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
が
、そ
の
後
は
、多
良

間
行
政
を
統
治
す
る
役
人
は
宮
古
の
蔵

元
か
ら
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

士
族
の
こ
と
を「
ユ
ッ
カ゚
リ
ピ
ト
ゥ
」、

平
民
の
こ
と
を「
ス
マ
ヌ
ピ
ィ
ト
ゥ
」と

呼
ば
れ
た
。１
６
３
７
年
か
ら
課
せ
ら
れ

た
悪
名
高
き
人
頭
税
は
、１
９
０
３
年（
明

治
３
６
年
）ま
で
２
６
６
年
間
も
続
い
た
。

こ
の
き
び
し
い
人
頭
税
は
、平
民
は
士
族

に
比
べ
て
加
重
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
１
６
５
９
年
に
は
、貢
租

額
を
土
地
の
よ
し
あ
し
や
年
齢
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
定
め
、従
来
の
穀
税
を

一
部
粟
納
、一
部
反
布
納
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、強
制
的
に
課
す

る
労
役「
夫ぶ
や
く役
」に
か
り
だ
さ
れ
た
。

役
人
は
、私
腹
を
肥
や
し
農
民
の
生
活

は
全
く
念
頭
に
な
く
、し
ぼ
れ
る
だ
け
酷

使
し
た
。
村
落
の
村
は
ず
れ
に
番
小
屋
を

置
き
、毎
日
耕
作
係
が
詰
め
、朝
、畑
に
出

か
け
る
人
数
を
調
べ
札
を
与
え
、帰
る
と

き
は
札
を
取
り
人
数
を
数
え
厳
し
く
管

理
し
た
。
フ
ダ
ヤ
ー
、ア
ラ
イ
ケ
、カ
ズ

ヤ
ー
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た

と
伝
わ
る
。
日
中
の
働
き
で
間
に
合
わ
な

い
大
多
数
の
人
は
、月
明
か
り
で
耕
作
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
反
布
作
り
に
あ
た
っ

て
も
、毎
日
の
よ
う
に
監
視
さ
れ
、夜
を

日
に
継
い
で
酷
使
さ
れ
た
。
負
担
過
重
な

貢
租
を
滞
納
し
た
者
は
、う
つ
ぶ
せ
に
し

て
背
中
を
竹
の
棒
で
む
ち
う
ち
に
し
た
。

刑
を
う
け
た
者
は
大
声
で
泣
き
わ
め
い

た
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、農
民
は
薩
摩
、琉
球
王

朝
、宮
古
蔵
元
と
二
重
三
重
の
強
奪
と
搾

取
を
さ
れ「
世
界
史
上
類
例
の
な
い
最
悪

の
税
法
」を
負
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

役
人
を
首
里
王
府
に
直
訴
し
た「
ア
コ
ウ

メ
ー
ジ
キ
ン
」（
多
良
間
騒
動
）な
ど
を
経

て「
宮
古
島
人
頭
税
廃
止
運
動
」が
始
ま

る
。明

治
41
年
３
月
、宮
古
は
従
来
の
間

切
り
区
分
が
全
廃
さ
れ
て
、新
た
に
平

良
、下
地
、城
辺
、伊
良
部
の
４
村
に
区
分

さ
れ
た
。
多
良
間
は
、平
良
村
に
所
轄
に

入
っ
て
い
た
が
、６
年
後
の
大
正
２
年
４

月
１
日
に
分
村
し
現
在
に
至
る
。

ひとりごと
令和5年7月
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5
月
末
は
、令
和
4
年
度
水
道
料
金
の
納

付
期
限
で
し
た
。
今
回
は
、昨
年
7
月
号
に

も
書
き
ま
し
た
が
、納
付
率
、そ
し
て
給
水

停
止
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
納
付
率
は
、99・51
％
と
な
っ

て
お
り
、皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り

高
水
準
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、未
納
者
の
固
定
化
が
み
ら
れ
ま

す
。決
ま
っ
た
人
が
毎
年
度
の
よ
う
に
未
納

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
多
良
間
村
給
水

条
例
で
は
、第
33
条
に
お
い
て『
給
水
停
止
』

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
水
道
料
金

を
期
限
内
に
支
払
わ
な
い
場
合
、給
水
を
停

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
、と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
実
施
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、悪
質
な
未
納
者
に
対
し
て
は
給
水
停

止
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ
る
水
道
を
、

出
来
れ
ば
止
め
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、条

例
に
従
い
給
水
停
止
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。  

令
和
５
年
7
月
号

第
18
回

水
道
担
当  

清 

村

の

はなし

水
道

広報

消防団表彰・宮古島警察署長来訪

6
月
7
日（
水
）、村
長
室
に
て

宮
古
島
警
察
署
長
が
来
訪
さ
れ
、

地
域
安
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、防
犯
思
想
の
普
及
高
揚
と
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
し
て
消
防
団
が
表
彰

さ
れ
た
。

6
月
23
日「
慰
霊
の
日
」に
沖
縄

戦
戦
没
者
を
追
悼
す
る
慰
霊
祭
が

執
り
行
わ
れ
た
。
正
午
前
に
は
遺
族

会
、伊
良
皆
村
長
ら
が
慰
霊
の
塔
前

に
参
列
し
、恒
久
平
和
を
祈
念
し
た
。

伊
良
皆
村
長
は「
沖
縄
戦
か
ら
78

年
が
経
ち
沖
縄
県
は
平
和
を
願
う

県
民
の
英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

て
き
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、夢

と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
平
和
な

世
界
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

子
々
孫
々
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
私
達
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

る
。
未
来
永
劫
に
平
和
で
豊
か
な
村

づ
く
り
を
築
い
て
い
く
た
め
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
誓
う
。」と
追
悼

の
言
葉
を
述
べ
た
。

中
学
校
生
徒
会
長
の
糸
洲
朝
輝

さ
ん
は「
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
、戦
争
に
つ
い
て
学
び
、

経
験
し
た
方
々
か
ら
伝
え
ら
れ
た

言
葉
を
伝
え
続
け
て
い
く
事
が
大

切
。」と
述
べ
、平
和
へ
の
祈
り
の
詩

を
朗
読
し
た
。

小
学
校
児
童
会
は
各
学
年
で
立

て
た
平
和
の
誓
い
を
読
み
、平
和
な

未
来
へ
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
く

と
述
べ
た
。

多良間村慰霊祭

左から宮古島警察署長警視 喜屋武一郎さん、
消防団 羽地建さん、亀山隆則さん
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多良間村は、39番目の
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「日本で最も美しい村」

令和5年 7月1日発行

令和5年

7
No.590

����

T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

撮影　来間玄次

第23回 ピンダアース大会
目醒めろ 燃えろ ピンダたち

闘！ がっぷり四つ
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令和5年7月1日発行

（　　）内は前月比

緊急ダイヤル
火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79‒2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 ‒2101

停電／沖縄電力多良間電業所 79 ‒2147

断水／役場住民福祉課 79 ‒2623

家畜疾病／役場産業経済課 79‒2503

ガス専用／ JA多良間 090‒6859‒2355

世帯数と人口
総世帯数    532  （‒2）
総人口 1,091  （14）

男 598 女 493
区　別 人　口 世帯数
土　原 64（‒3） 34（‒2）
天　川 90（8） 47（2）
津　川 87（‒3） 42（‒3）
宮　良 71（‒1） 31（0）
嶺　間 146（‒9） 68（‒1）
大　道 184（‒1） 94（‒2）
大　木 270（12） 122（3）
吉　川 175（11） 91（1）
水　納 4（0） 3（0）
出　生 0 死　亡 0
転　入 0 転　出 2

（令和5年 5月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう
救急車出動 …0件 …0件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数5月

● 下地 勝二  様（大阪府） ● 多良間 朝時  様（那覇市）
● 草野 光子（旧姓：多良間）  様（埼玉県） ● 仲座 政子（旧姓：多良間）  様（那覇市）

広報誌へのご寄付ありがとうございます。

編集後記
●  5月末、朝に散歩していると草地に鳥が！検索してみるとシロハラクイナだとい
うこと。遠目からでもかわいらしい姿を見ることが出来て、朝から癒されました。

● 今月も広報誌へご協力頂いた皆様、ありがとうございました。        （大城）

EMで簡単にできる！ 生ゴミ発酵肥料の作り方
準備するもの 作業時間 (5~10分程度）

2回目以降 1～2週間

満杯

手順

生ごみ（野菜・果物くず）

EMボカシ I 型

密閉容器

お問い合わせ　住民福祉課　☎0980-79-2623

生ごみとEMボカシ I 型を1:1
の割合（体積）にして、密閉容
器に入れます。

密閉容器がいっぱいに
なるまで1～3を繰り
返します。

EMボカシ I 型とEMセラミックスで和えた 
生ごみを上に重ねていくだけでOK!
全体を混ぜ合わせる必要はありません。

いっぱいになったら、直射日光
の当たらない場所で1~2週間
保管して発酵熟成させます。

生ごみとEMボカシ I 型を軽
く混ぜ合わせ、ギュッと押して
空気を抜きます。

混ぜ合わせたらしっかりフタ
をして、直射日光の当たらな
い場所で保管します。

発酵のチカ
ラで

生ごみを宝
物に！

ポイント
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